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　和５年度
町長施政方針
　吉田町長は、3月2日（木）に
開会した　和５年第 2回坂町議
会定例会で、　和５年度方針を
述べました。その内容と坂町教
育委員会の教育行政方針を要約
して、ご紹介します。
　なお、坂町ホームページや役
場企画財政課で全文を閲覧でき
ます。

吉田町長

　和５年度　当初予算
歳入の構成

歳入総額
6,853,303千円

歳出総額
6,853,303千円

歳出総額
6,853,303千円

歳出の目的別構成 歳出の性質別構成

町債
156,600千円
　　2.3%

地方譲与税
32,639千円
　　0.5%

その他
（利子割・配当割・株式・法人事業税、
環境性能割、地方特例、交通安全）
86,928千円
　　1.3%

自主財源
3,167,767千円
　　46.2%

町税
2,234,632千円
　　32.6%

依存財源
3,685,536千円

53.8%　　

義務的経費
3,334,281千円
　　48.6%

その他の経費
2,482,339千円

36.3%　　

繰入金
241,513千円
　　3.5%
使用料及び手数料
160,016千円
　　2.3%

その他（寄附金・繰越金）
502千円
　0.0%

分担金及び負担金
55,445千円
　0.8%

災害復旧事業費
6千円
　0.0%

消防費
399,365千円
　　5.8%

議会費
82,457千円　1.2%

商工費
34,446千円　0.5%

農林水産業費
29,079千円　0.4%

諸支出金
1千円　0.0%

災害復旧費
6千円　0.0%

労働費
19,050千円　0.3%

予備費
20,000千円　0.3% 積立金

39,054千円
　　0.6%

維持補修費
102,680千円
　　1.5%

予備費
20,000千円
　　0.3%

貸付金
39,000千円
　　0.6%

財産収入
53,939千円
　0.8%

諸収入
421,720千円
6.2%

扶助費
1,352,801千円

19.7%

人件費
1,200,205千円

17.5%

公債費
781,275千円
11.4%

普通建設事業費
1,036,677千円

15.1%

投資的経費
1,036,683千円

15.1%

物件費
909,376千円
13.3%

民生費
2,043,963千円

29.8%

土木費
1,331,911千円

19.4%総務費
941,353千円
13.8%

公債費
781,275千円
11.4%

教育費
683,967千円
10.0%

衛生費
486,430千円
7.1% 繰出金

820,816千円
12.0%

補助費等
551,413千円
8.0%

地方交付税
1,486,098千円

21.7%

国庫支出金
1,098,363千円

16.0%

県支出金
477,805千円
7.0%

地方消費税交付金
347,103千円
5.0%
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保
が
困
難
な
場
合
に
は
、
議
会

の
皆
様
と
御
相
談
を
し
な
が

ら
、
事
業
の
性
格
に
応
じ
た

新
た
な
財
源
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
各
地
区
住
民
福
祉
協
議
会

と
も
更
な
る
連
携
を
深
め
、

住
ん
で
み
た
い
町
、
住
み
続

け
た
い
町
と
な
る
よ
う
、
親

か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と

歴
史
・
文
化
・
地
域
を
守
り
、

30
年
先
も
50
年
先
も
、
坂
町

が
坂
町
で
在
り
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
町
民
の
皆
様

と
一
体
と
な
っ
て
創
造
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
坂
町
の
将
来
像

で
あ
る
「
自
然
に
恵
ま
れ
た

健
康
で
文
化
的
な
住
み
よ
い

ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、

町
民
と
行
政
が
ま
ち
づ
く
り

の
目
標
を
共
有
し
、
地
域
密

着
、
住
民
密
着
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
努
め
、「
小
さ
く
て

も
光
り
、
輝
き
の
あ
る
ま
ち
」

に
す
る
た
め
、
私
以
下
、
全

職
員
が
一
丸
と
な
り
、
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
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る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

か
ら
の
復
旧
は
、　
和
５
年
度

に
概
ね
完
了
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
お
り
、
道
路
や
橋
梁

な
ど
の
公
共
土
木
施
設
は
、

被
災
前
の
状
況
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
復
旧
か
ら
復
興

へ
と
取
組
の
段
階
を
切
り
替

え
な
が
ら
、
道
路
等
の
社
会

基
盤
の
更
な
る
強
靭
化
や
ベ

イ
サ
イ
ド
ビ
ー
チ
坂
の
年
間

を
通
じ
た
賑
わ
い
創
出
な
ど
、

町
民
の
皆
様
と
と
も
に
「
が

ん
ば
ろ
う
坂
町
」
を
合
言
葉

に
、
将
来
に
向
け
、
町
民
が

希
望
を
抱
け
る
よ
う
全
身
全

霊
で
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
和
２
年
か
ら
続
く
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
は
衰
え
を
見
せ
ず
、
そ
の

収
束
は
い
ま
だ
見
通
せ
な
い

状
況
と
な
っ
て
お
り
、
世
界

中
が
大
き
な
困
難
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

臨
時
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
事
業
や
子
育
て
応
援
臨

時
支
援
金
の
支
給
な
ど
、
本

町
独
自
の
感
染
防
止
対
策
や

　
国
際
的
な
原
材
料
価
格
の

上
昇
に
加
え
、
円
安
の
影
響

な
ど
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

食
料
品
等
の
価
格
上
昇
が
続

い
て
お
り
、
町
民
生
活
や
事

業
活
動
に
大
き
な
影
響
が
出

て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

本
町
で
は
、
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
る
家
計
や
価
格
転

嫁
の
困
難
な
事
業
者
等
の
負

担
を
軽
減
す
べ
く
、
坂
町
く

ら
し
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
事
業

や
給
食
費
支
援
事
業
な
ど
、

町
独
自
の
様
々
な
支
援
施
策

を
機
動
的
に
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
物
価

高
騰
、
円
安
等
の
経
済
情
勢

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
な
ど
を
見
極
め

な
が
ら
、
地
域
密
着
、
住
民

密
着
を
常
に
念
頭
に
置
き
、

臨
機
応
変
に
町
民
生
活
を
守

り
抜
く
施
策
を
講
じ
て
ま
い

経
済
的
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、　
和
５
年
度
に

つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
万
全
を
期
し
、
国
、

県
か
ら
の
情
報
を
迅
速
か
つ

的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
の
留
意

す
べ
き
行
動
等
を
町
民
に
周

知
・
啓
発
す
る
な
ど
、
感
染

拡
大
予
防
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
の
課
題
で
あ

る
地
域
間
の
格
差
の
解
消

と
、
均
衡
あ
る
地
域
の
発
展
、

次
世
代
に
向
け
た
持
続
可
能

な
地
域
を
構
築
す
る
た
め
、

県
道
坂
小
屋
浦
線
の｢

道
路

整
備｣

や
、
横
浜
地
区
の
越

波
防
止
・
高
潮
対
策
な
ど
の

｢

海
岸
整
備｣

、
土
砂
災
害
防

止
な
ど
の
砂
防
堰
堤
を
含
む

｢

河
川
整
備｣

の
三
位
一
体
の

防
災
対
策
を
引
き
続
き
、
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
を
着
実
に

進
め
る
た
め
に
は
、
財
源
を

安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
国
・
県

の
補
助
金
・
交
付
金
も
極
め

て
厳
し
い
状
況
の
中
、
財
源
確

　
平
成
30
年
の
豪
雨
災
害
で

は
、
本
町
を
取
り
巻
く
山
々

か
ら
発
生
し
た
土
石
流
に
よ

り
、
河
川
、
水
路
、
沢
を
土

砂
や
流
木
が
覆
い
、
住
宅
地

に
土
砂
が
流
れ
込
み
ま
し

た
。
ま
た
、
急
傾
斜
地
に
お

い
て
は
、
が
け
崩
れ
に
よ
り

住
家
等
へ
の
被
害
も
発
生
い

た
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
被
災
の
主
要
因
で

あ
る
土
石
流
を
上
流
域
で
食

い
止
め
る
た
め
、
国
や
県
の

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

砂
防
堰
堤
や
渓
流
保
全
工
の

整
備
、
治
山
事
業
に
よ
る
谷

止
め
の
整
備
を
実
施
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　
防
災
対
策
の
一
環
で
あ
る

砂
防
堰
堤
等
の
整
備
や
急
傾

斜
地
の
斜
面
対
策
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、
再
度
災
害
防

止
対
策
事
業
を
含
め
、
引
き

続
き
、
国
や
県
に
事
業
の
推

進
と
早
期
完
成
を
要
望
し
て
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安
全
で
安
心
に
暮
ら

　
せ
る
ま
ち
づ
く
り

◆
は
じ
め
に

〇
道
路
等
社
会
基
盤
の

　
強
靭
化


